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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
提
出
議
案
等
・
委
員
会
の
動
き

９月定例会は、９月８日から29日までの22日間にわたり
開催されました。

一般質問者５名、審議した議案は、報告案件２件、条例
案件２件、単行案２件、一般会計補正予算２件、特別会計
補正予算３件、公営企業会計１件、発議１件を原案どおり
可決、決算10件を認定しました。

2020年

9月定例会令和元年度 各会計決算を認定

※令和２年度に繰り越した事業に使う財源を差し引いた額 

区　　分 令和元年度 平成30年度 増 減 額

市 税 2,710,384 2,671,437 38,947

地方交付税 6,110,947 6,191,834 △ 80,887

国庫支出金 1,905,438 1,711,816 193,622

県 支 出 金 987,180 959,009 28,171

繰 越 金 734,973 623,604  111,369

市 債 960,200 1,344,900 △ 384,700

歳  入  計 15,922,274 15,793,823 128,451

歳入総額は15,922,274千円ですが、
その主なものです。 （単位：千円）

●歳入●財政指数の推移 ●歳出

区　　分 令和元年度 平成30年度 増 減 額

人 件 費 2,720,328 2,691,607 28,721

扶 助 費 2,735,170 2,666,872 68,298

公 債 費 1,853,197 1,977,661 △ 124,464

投資的経費 1,621,279 1,672,866 △ 51,587

歳  出  計 15,336,818 15,058,850 277,968

歳出総額は15,336,818千円ですが、
その主なものです。 （単位：千円）

歳入合計	 159億2,227万4,142円
歳出合計	 153億3,681万8,728円
歳入歳出差引額	 5億8,545万5,414円
実質収支（※）	 5億6,348万5,891円

会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額

国 民 健 康 保 険 事 業 3,620,760,651　 3,282,414,951　 338,345,700　

後 期 高 齢 者 医 療 322,773,834　 321,821,657　 952,177　

介 護 保 険 事 業 4,011,773,782　 3,835,611,621　 176,162,161　

豊 川 財 産 区 1,697,670　 1,481,090　 216,580　

下 虻 川 財 産 区 784,795　 599,000　 185,795　

和 田 妹 川 財 産 区 745,048　 459,255　 285,793　

飯 塚 財 産 区 1,272,564　 786,026　 486,538　

計 7,959,808,344　 7,443,173,600　 516,634,744　

（単位：円）
（単位：千円）（単位：千円）

歳入合計 	 79億5,980万8,344円
歳出合計	 74億4,317万3,600円
歳入歳出差引額	 5億1,663万4,744円

収益的収入	 10億8,741万4,931円
収益的支出	 10億7,248万6,383円
資本的収入	 4億3,483万0,580円
資本的支出	 7億2,718万8,089円

下水道事業会計決算

収益的収入	 5億9,406万2,157円
収益的支出	 5億8,009万5,817円
資本的収入	 6億0,341万6,310円
資本的支出	 8億7,512万6,671円

水道事業会計決算

令　和
元年度

平成 
30年度

比　較

① 実 質 収 支 比 率（％） 6.0 7.6 △ 1.6

② 財 政 力 指 数 0.33 0.33 0.00

③ 経 常 収 支 比 率（％） 97.2 96.1  1.1

④ 実質公債費比率（％） 6.9 6.9  0.0

普通会計における主な財政指数の推移は、
次の表のとおりです。

※①	純粋な収支の妥当性を見るための指標。マイナスに
なると赤字を表します。

※②	財政の体力を見るための指標。指数が高いほど、財
政にゆとりがあることになります。

※③	財政の弾力性（ゆとり）を見るための指標。人件費な
ど主に義務的経費に対して、経常的に得られる収入
がどのくらい使われているかを表すもの。

※④	一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の
標準財政規模に対する比率。

区
分会 計 名

令和元年度末
現在高

平成30年度末
現在高

増 減 額

普

通
一般会計 18,634,765 19,395,538 △760,773

法

適

水 道 
事業会計

2,845,256 2,494,635 350,621

下 水 道 
事業会計

7,158,479 7,674,919 △516,440

合 計 28,638,500 29,565,092 △926,592

令和元年度末
現在高

平成30年度末
現在高

増 減 額

財政調整基金 1,578,033 1,985,293 △407,260

減 債 基 金 202 201 1

合併振興基金 1,011,184 1,190,945 △179,761

ふ る さ と
応 援 基 金

66,064 55,774 10,290

森 林 環 境 譲
与 税 基 金

935 935

市 債 残 高積立金の状況

年　度
財政指数

2020年

9月定例会
9月8日〜29日
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９
月
定
例
会
提
出
議
案
等
・
委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
等

総
務
文
教

・
令
和
元
年
度
市
健
全
化
判
断
比
率

・
令
和
元
年
度
市
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率

　

 ・市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
利
子
補
給
基
金
条
例

・
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

・
令
和
元
年
度
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

・
豊
川
財
産
区
特
別
会
計
・
下
虻
川
財
産
区
特
別
会
計

・
和
田
妹
川
財
産
区
特
別
会
計
・
飯
塚
財
産
区
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

・
道
路
を
拡
幅
し
歩
道
設
置
の
陳
情
書

	・
町
内
小
路
の
整
備
に
つ
い
て
の
陳
情

・
陳
情
書（
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
）	

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
交
付
金
の
情
報
ク

ラ
ウ
ド
事
業
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
事

業
に
つ
い
て
。

長
期
的
に
考
え
た
場
合
、
他
の
感
染
症
リ
ス
ク

も
考
慮
し
情
報
シ
ス
テ
ム
ク
ラ
ウ
ド
化
は
早
期

に
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

シ
ス
テ
ム
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
で
画
像
及
び
音
声

デ
ー
タ
を
利
用
者
に
同
時
配
信
し
、
１
０
０
人
程
度
同

時
に
接
続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定
で
す
。

天
王
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
浴
場
の
修
繕
に

つ
い
て
。

冷
温
水
発
生
ポ
ン
プ
や
浴
室
内
窓
の
改
修
、
薬

剤
を
注
入
す
る
薬
注
ポ
ン
プ
交
換
の
予
定
で
す
。

不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り
す
る
場
所
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
解
体
費
補
助
金
の
補
正
に
つ
い
て
。

現
在
相
談
を
受
け
て
い
る
の
が
３
件
あ
り
、
年

内
に
解
体
で
き
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
の
補
正

計
上
で
す
。

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
委
託
料
の

内
容
に
つ
い
て
。

図
面
に
落
と
し
て
た
め
池
の
箇
所
を
は
っ
き
り

把
握
す
る
こ
と
で
、
水
害
な
ど
に
よ
り
た
め
池

で
決
壊
が
起
こ
り
そ
う
な
場
合
は
、
補
助
事
業
の
対
象

地
域
に
も
な
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
活
用
す
る

予
定
で
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
公
聴
会
や
講
演
会
な
ど
リ
モ
ー

ト
で
の
導
入
や
、
将
来
的
に
コ
ロ
ナ
後
の
５
年
後
、

10
年
後
に
向
け
て
の
検
討
は
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
。

今
後
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
も
し
か
し
た
ら

主
流
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現

段
階
で
は
そ
こ
ま
で
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス
の
実
証
運
行
の
結
果
に
つ
い
て
。

実
証
運
行
は
現
在
二
田
追
分
線
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
今
年
の
10
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

ま
だ
結
果
が
出
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
の
段
階
で
は
ま

だ
説
明
す
る
段
階
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

QQQQQQ AAAAAA

令和２年度　各会計補正予算

報 

告 

事 

項

全
案
可
決

条  

例  

案

可
　
決

単
　
行
　
案

全
案
可
決

補 

正 

予 

算

認
　
　
定

決
算
の
認
定

可
　
　
決

議
員
発
議

採
　
　
択

陳
　
　
情

不
採
択

陳
　
　
情

継
続
審
査

陳
　
　
情

全
議
員
で
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
審
査
し
ま
し
た

項　　　　　　　　　目 補　　正　　額

一 般 会 計
（ 第 ７ 号 ）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業 542,845

財政調整基金積立 281,743

国、県負担金等返還金 61,190

新型コロナウイルス感染症の影響による事業費減額 △46,310

第 8 号 季節性インフルエンザ予防接種費助成事業 49,543

（単位：千円）●9月定例会に計上された補正予算の主なもの

会　　　計　　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

一 般 会 計 第 ７ 号 867,391 21,576,145

一 般 会 計 第 ８ 号 49,543 21,625,688

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 △3,633 3,415,068

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 951　 340,958

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 105,591　 4,262,339

下 水 道 事 業 会 計 （ 資 本 的 支 出 ） 3,135 710,183

（単位：千円）●補正後の各会計の予算額

市
の
対
象
施
設
は
あ
る
か
。
ま
た
今
後
の
動
向
は
。

医
療
法
人
正
和
会
事
業
所
内
保
育
園
「
て
ん
ぷ
す
」

が
特
定
地
域
型
保
育
施
設
で
、
他
に
２
件
の
相

談
が
あ
り
民
間
事
業
者
に
よ
る
保
育
所
の
開
設
は
歓
迎

す
る
も
の
で
、
待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
に
つ
い
て
地
方
交
付
税
が
１
憶
５
，

６
６
４
万
４
千
円
が
補
正
さ
れ
た
が
、
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

普
通
交
付
税
は
こ
れ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
す
る
傾
向

に
あ
る
の
で
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
歳
出

を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
４
憶
５
，３
８
８
万
７
千
円
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
で
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
見
据
え
た
未

来
へ
の
対
応
、
今
後
の
感
染
対
策
へ
の
備
え
に

重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
民
へ
の
生
活
支
援
と
し
て
住
民
へ
一
律
１
万

円
給
付
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
の
施
策
は

な
い
の
か
。

市
民
へ
の
一
律
給
付
の
施
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
商
工
会
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
分
館
に
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
１
台
あ

た
り
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

施
工
費
を
含
め
て
１
台
あ
た
り
50
万
か
ら
70
万

円
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
の
納
入
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
対
象
の
学
校
は
。

年
度
内
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
を
完
成
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
し
４
月
よ
り
平
時
の
授
業
で
開
始
し
ま
す
。
全

学
校
の
小
学
１
年
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
配
備
し
ま
す
。

市
税
の
収
入
未
済
額
１
憶
５
，８
２
７
万
円
の
対

応
は
。

対
応
基
本
方
針
は
翌
年
度
へ
増
加
さ
せ
な
い
た

め
電
話
、
文
書
催
告
を
中
心
に
現
年
度
課
税
分

の
徴
収
を
強
化
し
、
納
税
相
談
に
応
じ
な
い
滞
納
者
へ

は
早
期
に
滞
納
処
分
を
徹
底
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
借
入
総
額
は
い
く
ら
で
今
後
何

年
で
返
還
す
る
の
か
。

令
和
元
年
度
末
現
在
高
は
１
０
０
憶
６
，

４
５
５
万
５
千
円
で
約
30
億
円
を
20
年
で
償
還

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

QQ

Q

Q

QQQ

Q AA

A A

A AAA

市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

建設中の天王市民センター（仮称）

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

令
和
２
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
元
年
度
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産
業
建
設

社
会
厚
生

委
員
会
の
動
き

一
般
質
問

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
地
域
及
び
配
布
等

に
つ
い
て
。

地
域
は
昭
和
豊
川
地
区
、
飯
田
川
飯
塚
、
下
出

戸
地
区
で
、
各
た
め
池
で
被
害
が
予
想
さ
れ
る

町
内
会
に
お
い
て
配
布
を
考
え
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

道
路
改
良
事
業
の
予
定
箇
所
に
つ
い
て
。

潟
上
市
幹
線
道
路
網
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
路
線
に
お
い
て
現
在
、
二
田
追
分
線

に
つ
い
て
平
成
26
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
お
り
、
現

在
の
計
画
区
間
で
は
完
成
予
定
が
令
和
７
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
来
年
度
以
降
も
引

き
続
き
補
助
事
業
を
行
う
の
か
。

市
で
は
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
県
が
昨
年
度

で
一
般
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
廃
止
し
た
た
め
、
市
も

そ
れ
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
家
解
体
費
の
申
請
手
続
き
は
。

見
積
り
等
の
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
、
解

体
後
の
実
績
報
告
に
基
づ
い
て
交
付
し
て
お
り
、

解
体
後
の
申
請
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
市
が
特
定
空

き
家
と
認
定
し
、
指
導
し
た
物
件
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
特
定
健
診
の
実
施
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

集
団
検
診
は
中
止
し
て
い
る
が
、
医
療
機
関
で

の
特
定
健
診
は
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
費
の
負
担
金
及
び
交
付
金
の
不
用
額

に
つ
い
て
。

機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
費
補
助
金
で
、
農

地
の
貸
し
借
り
が
あ
り
交
付
金
の
確
定
が
３
月

に
な
る
た
め
で
す
。

移
住
就
農
者
経
営
安
定
支
援
事
業
費
補
助
金
に

つ
い
て
、
活
用
し
た
対
象
者
の
現
在
の
農
業
状

況
は
。対

象
者
は
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
む
県
外
者
が
潟
上
市

で
新
規
就
農
者
と
し
て
営
農
す
る
こ
と
が
条
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
の
活
用
者
は
、
東
京
か
ら

の
Ｕ
タ
ー
ン
者
で
昭
和
大
久
保
地
区
に
お
い
て
和
梨
を

栽
培
し
、
今
年
で
就
農
２
年
目
の
新
規
就
農
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

潟
上
天
王
ふ
ぐ
販
売
促
進
協
議
会
活
動
の
現
在

の
状
況
は
。

ふ
ぐ
の
漁
獲
量
が
減
っ
て
お
り
活
動
が
思
っ
た

よ
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
が
、
販
売
促
進

と
し
て
「
ふ
ぐ
宅
配
便
」
の
開
発
や
調
理
師
講
習
会
へ

の
参
加
に
よ
り
、
ふ
ぐ
の
安
定
確
保
と
供
給
を
進
め
て

い
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
電
子
申
請
サ
ポ
ー
ト
と
は
。

窓
口
で
申
請
さ
れ
る
場
合
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
申

請
者
の
写
真
を
撮
り
、
暗
証
番
号
の
設
定
等
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
受
給
者
向
け
就
労
支
援
事
業
と
は
。

就
労
支
援
事
業
に
よ
り
23
人
中
６
人
が
新
規
就

労
若
し
く
は
収
入
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

就
労
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
及
び
面
接
時
の
対
応
や
履
歴
書
の
書

き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
き
め
細
か
い
支
援
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
全
体
の
う
ち
７
割
・
５
割
・
２

割
の
軽
減
者
は
。

７
割
軽
減
が
１
，７
１
３
世
帯
、
５
割
軽
減
が

８
６
１
世
帯
、
２
割
軽
減
が
５
３
０
世
帯
の
合

計
３
，１
０
４
世
帯
で
、
全
体
の
70
．８
％
で
す
。

創
業
支
援
補
助
金
の
内
訳
は
。

市
内
に
在
住
で
新
た
に
創
業
し
た
者
が
２
件（
理

髪
業
、
土
木
工
事
業
）、
市
内
に
移
住
し
新
た
に

創
業
し
た
者
が
１
件
の
計
３
名
で
す
。
創
業
し
た
年
代

は
、
20
代
後
半
か
ら
30
代
後
半
で
す
。

水
道
の
普
及
率
は
。
ま
た
未
普
及
地
域
へ
の
促

進
は
。

令
和
元
年
度
末
の
普
及
率
は
86
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
。
未
普
及
地
域
へ
は
水
道
加
入
希
望
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
２
度
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
要
望

が
少
な
く
、
採
算
が
見
込
め
な
い
た
め
整
備
は
難
し
い

で
す
。水

道
を
引
い
た
地
区
の
加
入
率
は
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
段
階
で
は
か
な

り
希
望
者
が
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
加
入
率

は
低
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額
は
。

一
泊
ド
ッ
ク
が
約
２
万
円
、
日
帰
り
ド
ッ
ク
が
約

１
万
２
千
円
、
脳
ド
ッ
ク
が
約
１
万
２
千
円
で
す
。

高
齢
者
心
配
ご
と
相
談
事
業
と
は
。

こ
の
事
業
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

お
り
、
毎
週
木
曜
日
に
社
会
福
祉
協
議
会
３
地

区
セ
ン
タ
ー
で
順
番
に
開
催
。
相
談
件
数
の
実
績
は
、

天
王
６
件
、
昭
和
３
件
、
飯
田
川
２
件
で
す
。

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

全
国
一
律
の
運
営
基
準
及
び
単
価
で
提
供
さ
れ

て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
市
町
村
の
実
情
に
応
じ

て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
。

地
域
支
え
合
い
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
名
を
配
置
。
推

進
協
議
会
の
委
員
は
14
名
で
、
会
議
は
２
回
開
催
。
会

議
の
他
、
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
モ
デ
ル
事
業
、

交
流
サ
ロ
ン
の
支
援
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

QQQ QQ

Q QQ QQQ

QQQ Q QQQ

AAA AA

AAA AAA

AAA A AAA

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

検診受診の流れ

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

令
和
２
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

令
和
２
年
度
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一
般
質
問

一
般
質
問
・
臨
時
議
会
・
政
治
倫
理
審
査
会
審
査
結
果
報
告

５
名
が
質
問
し
ま
し
た

高
齢
者
福
祉
事
業
の
満
足
度
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
報
奨
金
、
祝
い
金
の
ほ
か
に

入
浴
券
１
枚
等
を
配
布
し
て
い
る
が
、
老
人
週
間
に
あ
わ
せ
た

枚
数
が
欲
し
い
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
。

様
々
な
ご
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平

成
29
年
よ
り
１
ヶ
月
間
の
老
人
月
間
を
利
用
期
間
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
５
％
未
満
、

入
浴
券
で
は
14
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
広
く
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
ま
ず
は
事
業
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

利
用
率
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
敬
老
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
敬
老
祝
い
金
の
対
象
年
齢
、
金
額
等
と
併
せ
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
実
験
的
に
、
高
齢
者
が
ど
う
い
っ
た
福
祉
事
業
を

欲
し
て
い
る
か
。
食
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
入
浴
、

お
買
い
物
な
ど
、
多
目
的
に
使
え
る
利
用
券
が
現
状
を
知
る
た

め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
が
。

利
用
券
の
使
用
範
囲
を
広
げ
た
場
合
、
金
券
的
意
味
合

い
が
強
ま
り
、
利
用
券
の
発
行
自
体
が
複
雑
と
な
り
関

係
す
る
団
体
も
多
岐
に
及
ぶ
た
め
、
敬
老
事
業
と
し
て
の
実
施

は
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
圧
縮
す
る
と

こ
ろ
は
圧
縮
し
、
手
厚
く
す
る
と
こ
ろ
は
手
厚
く
す
る

よ
う
検
討
は
。

福
祉
の
理
念
の
基
本
に
沿
い
、
福
祉
の
網
の
目
を
細
か
く

し
な
が
ら
福
祉
行
政
を
実
施
し
て
い
き
、
こ
の
後
の
敬
老

事
業
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
分
野
か
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

入
浴
券
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
券
の
利
用
率
の
低
さ
か

ら
み
て
高
齢
者
の
方
々
の
求
め
る
福
祉
事
業
も
多
様
化

し
て
い
る
の
で
は
。

現
在
「
第
８
期
潟
上
市
老
人
福
祉
計
画
」
の
策
定
中
で
、

日
々
の
生
活
状
況
や
健
康
状
態
の
ほ
か
、
高
齢
者
福
祉

の
充
実
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
来
年
度

か
ら
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
し
な
が
ら
来
年
度

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
等
で
発

生
し
た
費
用
の
取
り
扱
い
の
基
準
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
受
注
者

が
費
用
を
要
す
る
場
合
、
様
々
な
取
り
組
み
例
な
ど
が

国
土
交
通
省
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
感
染
症
発
生
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
協
議
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
契
約

事
項
に
則
り
協
議
を
行
い
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
基

準
等
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
取
組
事
例
を
参
考

に
、
引
き
続
き
受
発
注
者
双
方
で
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
ま
い
り
ま
す
。

業
務
の
効
率
化
を
図
る
議
事
録
作
成
シ
ス
テ
ム
導
入
は
。

職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
会
議
録
の
作
成
等
は
、

研
鑽
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
業
務
に
関
わ
る
知
識
を

得
る
必
要
な
も
の
。
し
か
し
高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
自
治
体
の
先
行

事
例
や
導
入
費
用
等
調

査
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
本
計
画
は
、
今
後
計
画

に
基
づ
き
い
か
に
実
践
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
が
、
地

域
の
全
市
民
に
理
解
、
納
得
し
協
力
を
い
た
だ
き
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
思
う
が
。

個
別
施
設
計
画
の
策
定
期
間
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

10
年
ご
と
３
期
に
分
け
30
年
間
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
間
で
各
施
設
ご
と
に
更
新
や
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
今
後

の
方
針
や
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
施
設
を
所
管

す
る
各
部
署
に
お
い
て
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

き
ま
す
。市

民
に
多
か
れ
少
な
か
れ
痛
み
が
伴
う
と
思
う
が
、
本

市
の
将
来
の
た
め
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
推
し
進
め

て
い
く
気
構
え
と
具
体
的
な
取
り
組
み
、
そ
の
方
策
と
決
意
は
。

地
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
る
際

に
は
、
地
域
の
皆
様
に
今
後
の
市
の
人
口
統
計
や
財
政

の
見
通
し
等
を
説
明
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
毎
年
効
果
的
な
計
画
の
達
成
状
況
は
ど
う
か

な
ど
、
内
容
を
検
証
し
て
適
切
に
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

避
難
所
、
避
難
場
所
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
建
設
中
の
天
王
市
民
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）や
公
民
館
等
へ
の
整
備
計
画
は
。

設
置
を
予
定
し
て
い
る
施
設
と
し
ま
し
て
は
、
昭
和
公

民
館
、
飯
田
川
公
民
館
、
図
書
館
、
学
習
館
、
レ
イ
ク

プ
ラ
ザ
、
天
王
総
合
体
育
館
、
昭
和
体
育
館
、
飯
田
川
体
育
館
、

多
目
的
交
流
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
整
備
済
み

の
施
設
と
し
ま
し
て
は
、
市
役
所
庁
舎
や
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み

等
で
、
天
王
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）に
つ
き
ま
し
て
は
建
築

の
際
に
設
置
す
る
こ
と
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
性
、

利
便
性
を
更
に
向
上
さ
せ
、
防
災
等
以
外
に
も
活
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

市
の
業
務
に
お
い
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
効
率
性
及
び
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
業

務
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
及
び
そ
れ
に
付
随
し
た
取
り

組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
国
の
デ
ジ
タ
ル
・
ガ

バ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
も
あ
り
、
各
シ
ス
テ
ム
事
業
者
が
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
を
想
定
し
た
自
治
体
向
け
の
業
務
シ
ス

テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
展
開
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
定

の
業
務
に
特
化
し
た
も
の
、
実
証
試
験
的
な
要
素
が
あ
る
も
の

な
ど
、
今
の
と
こ
ろ
効
率
性
及
び
利
便
性
の
向
上
に
繋
が
る
決

定
的
な
も
の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
調
査
、
研
究

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

業
務
の
自
動
化
へ
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
の
導
入
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

こ
の
度
の
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
70
％
か
ら
80
％
程
度

の
精
度
で
し
た
。
ま
た
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め

に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
能
力
が
必
要
で
、
導
入
に
つ
い
て
は

調
査
研
究
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
等
の
進
捗
度
は
。

配
置
を
予
定
し
て
い
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
に
は
、
購
入
端
末
の
設
定
や
障
害
対
応
の
ほ
か
、
教

職
員
の
研
修
を
行
い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
は
、
今
年
度
中
の
完
了
を
目
指
す
。

校
内
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
工
事
は
主
に

冬
休
み
期
間
を
利
用
し
、
令
和
３
年
４
月
に
は
全
学
年
、
平
時

の
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

３
密
対
策
な
ど
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
見
た
消
費

喚
起
等
に
つ
い
て
は
。

８
月
14
日
ま
で
の
中
間
報
告
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
事

業
継
続
支
援
金
を
申
請
し
た
事
業
者
は
７
９
７
件
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
影
響
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
多
く
の
事
業
者
で
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
と
の
問
で
は
、
や
や
厳
し
い
か
な
り
厳

し
い
が
約
６
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
効
果
的
な
施
策
を
商

工
会
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
と
し
て
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
事
業
の
補
正
予
算
が
約
５
億
４
千
万
円
と

あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
ソ
フ
ト
事
業
等
で
ほ
と
ん
ど
緊
急
性
が

な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
な
ぜ
市
民
に
目

を
向
け
な
か
っ
た
の
か
。
生
活
困
窮
者
、
低
所
得
者
へ
の
支
援

が
必
要
と
思
う
が
。

市
に
お
い
て
は
、
特
に
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
見
据

え
た
未
来
へ
の
対
応
分
、
今
後
の
感
染
症
対
策
に
重
点

を
置
い
た
事
業
配
分
と
し
ま
し
た
。

要
保
護
世
帯
、
年
金
生
活
者
世
帯
、
在
宅
介
護
、
施
設

入
所
者
の
い
る
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
厳
し
い

環
境
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
が
多
く
あ
る
。
住
民
福
祉
向
上
の

た
め
に
も
、
そ
う
い
っ
た
世
帯
に
対
し
て
一
律
10
万
円
を
支
給

す
べ
き
で
は
。

市
で
は
生
活
困
窮
者
相
談
員
を
配
置
し
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
の
う
え
、
た

す
け
あ
い
資
金
の
原
資
と
し
て
１
５
０
万
円
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
国
の
支
援
対
策
と
し
て
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯
に
、
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
支
給
。
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
に
は
基
本
給
付
５
万
円
に
、
２
人
目
か
ら
は
３
万
円

の
給
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
質
問
の
困
窮
者
、
低
所
得
者
に

対
し
て
一
律
10
万
円
の
支
給
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
経
済
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

QQ

QQ

QQ

QQQ Q

QQQ

QQ

AA

AA

AA

AAA A

AAA

AA

防
災
等
に
資
す
る

公
衆
無
線
L
A
N（
W
iｰ

F
i
環
境
）の

設
置
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

諸
施
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
、

低
所
得
者
に
対
す
る
経
済
支
援
に

つ
い
て

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
在
り
方
に
つ
い
て

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
係
る
費
用
等
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

議
事
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

推
進
に
つ
い
て

鈴 木  壮 二
議員

菅原 理恵子
議員

伊 藤  正 吉
議員

※昨年の議会で一般質問した顔写真を使用しています。
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一
般
質
問
・
臨
時
議
会
・
政
治
倫
理
審
査
会
審
査
結
果
報
告

特
集

子
ど
も
達
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
特
徴
あ
る
幼
児
教
育
・

保
育
行
政
及
び
病
児
保
育
、
保
育
士
の
労
働
条
件
な
ど

は
。

全
て
の
職
員
に
つ
い
て
休
憩
時
間
を
確
保
す
る
体
制
を

整
え
、
年
次
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
な
る
環
境
づ
く
り
、

産
前
産
後
休
暇
、
育
児
休
暇
の
取
得
を
事
前
に
確
認
し
た
職
員

配
置
に
努
め
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
保
育
の
質
の
向
上
の
取
り

組
み
は
、
市
内
７
園
の
園
長
会
議
、
主
任
会
議
を
毎
月
開
催
し
、

改
善
点
の
共
有
な
ど
研
修
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
幼
児
教

育
課
に
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
公
立
、
私
立
、

認
可
、
認
可
外
な
ど
施
設
の
枠
組
み
を
超
え
て
学
び
あ
う
体
制

の
構
築
を
図
り
、
市
内
全
域
に
お
い
て
就
学
前
の
教
育
及
び
保

育
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
配
慮
が
必
要
な

園
児
に
対
し
、
市
教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
幼
児
通
級

教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
体
調
不
良
児
対
応
型
の
病
児
保
育
事

業
は
、
昭
和
こ
ど
も
園
と
同
様
に
天
王
こ
ど
も
園（
仮
称
）で
も

行
え
る
よ
う
進
め
て
お
り
、
す
べ
て
の
認
定
こ
ど
も
園
で
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
の
管
理
で
す
が
、
拡
幅
は
多
額
費
用
と
の
時
間
を
要

し
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
土
嚢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
、

庁
内
と
関
係
機
関
の
連
携
強
化
。
事
前
に
た
め
池
水
位
の
調
整

に
よ
る
超
流
防
止
に
努
め
ま
す
。

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
食
育
は
地
場
産
品
で
で
き
な

い
か
。

人
間
形
成
の
一
環
、
食
べ
る
楽
し
さ
、
進
ん
で
食
べ
る

気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
地

元
の
食
材
に
触
れ
季
節
感
や
新
鮮
さ
を
味
わ
う
こ
と
も
大
切
な

食
育
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
給
食
調
理
の
業

務
を
民
間
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
課
題
は
２
点
あ
り
、
検
便
や

一
定
の
規
格
や
量
、
年
間
通
じ
て
安
定
し
た
納
品
。
給
食
費
は

一
定
で
す
の
で
業
者
に
は
縛
り
が
出
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
安

定
し
た
食
の
提
供
に
市
内
の
業
者
か
ら
も
納
め
て
頂
い
て
い
る

こ
と
も
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

利
活
用
に
当
局
案
は
な
い
の
か
。
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

県
か
ら
の
協
議
が

あ
り
ま
せ
ん
。
当

市
で
の
利
活
用
の
具
体
的

な
提
案
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

議
員
か
ら
の
提
案
の
「
バ

ラ
園
・
遊
園
地
」
構
想
は
、

整
備
費
４
億
円
、
維
持
管

理
費
２
千
万
が
必
要
と
見

込
み
、
相
当
な
財
政
負
担

が
あ
り
厳
し
い
も
の
で
す
。

活
用
策
に
は
、
県
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
も
早
め
に
取
り
組
む
よ
う
通
達
を
出

し
て
い
る
が
、
接
種
し
や
す
い
よ
う
に
接
種
補
助
へ
の
拡
大
を

す
べ
き
で
は
。

年
齢
別
の
補
助
額
は
、
生
後
６
ヶ
月
か
ら
13
歳
未
満
は

２
回
の
接
種
が
必
要
で
す
が
、
一
人
一
回
１
，５
０
０

円
、
高
校
生
ま
で
１
，５
０
０
円
、
妊
婦
・
65
歳
以
上
の
方
は
１
，

５
０
０
円
で
す
。
今
回
、
全
市
民
を
対
象
に
し
て
補
助
額
の
拡

大
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
専
門
家
の
私
見
を
伺
い
な
が
ら
国

の
通
知
を
待
っ
て
、
必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
措
置
も
当
然

取
り
う
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

今
後
の
小
・
中
学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の
基
本

的
取
り
組
み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
学
校
が
一
定
期
間
臨
時
休
校
処

置
を
と
っ
た
場
合
に
、
学
び
の
保
障
の
た
め
の
有
効
な

手
段
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
が
、
不
適
切
な
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
個
人
情
報
、
長
時

間
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
も
あ
り
、
家
庭
で
の
使
用
で
は

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
保
護
者
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
整
備
は
今
年
度
中
に
完
了
し
、
令
和
３

年
４
月
に
は
全
学
年
の
平
時
の
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

二
田
地
区
の
地
域
づ
く
り
構
想
と
指
針
は
。

地
域
の
拠
点
、
都
市
基
盤
の
維
持
・
保
全
を
図
り
ま
す
。

地
域
構
想
は
実
施
計
画
と
は
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
す
。

二
田
地
区
に
は
現
在
、
幹
線
道
路
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
指
摘
の
狭
隘
な
道
路
整
備
は
、
現
在
通
行
な
ど
支
障
あ
る
箇

所
を
部
分
的
に
改
良
整
備
し
て
い
ま
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、

全
市
に
わ
た
り
勘
案
す
べ
き
も
の
、
必
要
性
、
優
先
順
位
な
ど

相
当
な
期
間
を
要
し
ま
す
。

飯
田
川
下
虻
川
地
域
の
排
水
路
を
再
検
証
に
つ
い
て
。

本
市
で
も
水
害
に
は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
農
協
ス
タ
ン

ド
横
の
水
路
は
雨
水
排
水
に
豊
川
の
水
位
上
昇
時
は
、

閉
門
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
を
行
い
逆
流
防
止
に
努
め
ま
す
。

追
分
地
区
の
浸
水
害
対
策
は
万
全
か
。

市
の
総
合
計
画
の
施
策
で
道
路
冠
水
施
策
を
実
施
、
局

所
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
事
業
整
備
に
は

国
の
補
助
事
業
が
な
い
の
で
財
源
上
限
界
が
あ
り
、
市
は
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
宅
地
開
発
行
為
に
は
既
存
道
路
施
設
へ
の
負
荷

を
避
け
る
た
め
、
区
域
内
で
の
処
理
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

和
田
妹
川
地
区
の
河
川
拡
幅
が
必
要
と
思
う
が
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

藤 原  典 男
議員

佐 藤  義 久
議員

旧花き種苗センターの跡地

建設中の天王こども園（仮称）

※昨年の議会で一般質問した顔写真を使用しています。

Q

QQ

QQ QAA

AA

A 危
機
管
理
に
つ
い
て

Q

QQ

A

A AA 保
育
園
の
給
食
問
題
に
つ
い
て

ブ
ル
ー
メ
ッ
セ
の
県
遊
休
地
の

利
活
用
に
つ
い
て

　

潟
上
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
８
条
第
２
項
に
よ
り

審
査
請
求
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
例
第
９
条
に
基
づ
き
、
審

査
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

１　

審
査
請
求
内
容

	

・
審
査
請
求
日	

令
和
２
年
６
月
29
日

	

・
請
求
議
員	

堀
井
克
見
・
大
谷
貞
廣

			

澤
井
昭
二
郎
・
菅
原
秀
雄　

	

・
疑
義
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
氏
名　
　

			

潟
上
市
議
会
議
員　

西
村　

武

	

・
疑
義
の
内
容

　
　

西
村
武
議
員
の
親
族
企
業
が
市
発
注
の
事
業
を
受
注
し

た
こ
と
は
、
潟
上
市
議
会
政
治
倫
理
条
例
に
抵
触
す
る
疑

い
が
あ
る
こ
と
。

　

イ
）政
治
倫
理
条
例
第
13
条
へ
の
抵
触
。

　

ロ
）関
係
私
企
業
で
あ
る
㈱
西
村
建
設
代
表
取
締
役
社
長
西

村
聖
は
、
西
村
武
議
員
の
長
男
で
あ
る
。

　

ハ
）令
和
２
年
２
月
か
ら
４
月
報
告
分
ま
で
に
除
雪
作
業
と

し
て
、
82
万
６
０
０
円
の
請
負
契
約
が
あ
る
。

２　

審
査
の
経
過

◆
第
１
回
審
査
会（
令
和
２
年
７
月
９
日
）

◆
第
２
回
審
査
会（
令
和
２
年
７
月
21
日
）

◆
第
３
回
審
査
会（
令
和
２
年
８
月
７
日
）

　

関
係
当
局
の
説
明
を
踏
ま
え
議
論
し
た
意
見
に
は
、
①
条

例
遵
守
の
姿
勢
に
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
②

市
の
除
雪
体
制
の
問
題
点
を
整
理
し
な
が
ら
請
負
契
約
に
至

っ
た
状
況
の
把
握
、
さ
ら
に
今
後
の
市
の
除
雪
体
制
の
考
え

方
も
確
認
が
出
来
た
。
③
昨
年
度
の
審
査
会
で
条
例
に
抵
触

す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
受
け
て
西
村
議
員

は
行
動
し
て
い
る
。
な
ぜ
西
村
建
設
が
請
負
契
約
を
し
て
い

る
の
か
委
員
以
外
の
議
員
に
も
市
民
に
も
明
確
に
説
明
出
来

る
審
査
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
思
う
。

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
度
の
審
査
会
で
の
条
例
に
抵
触
す
る
と
は
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
結
果
も
踏
ま
え
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致
で
政

治
倫
理
条
例
第
13
条
第
２
項
に
掲
げ
る
政
治
倫
理
基
準
に
違

反
す
る
行
為
は
存
在
し
な
い
と
の
結
果
と
な
っ
た
。

政
治
倫
理
審
査
会

　

委
員
長　

伊
藤
正
吉　

副
委
員
長　

佐
藤
敏
雄

　

委　

員　

瓜
生　

望
・
中
川
光
博
・
佐
藤
義
久

西
村
武
議
員
に
係
る
潟
上
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
審
査
会
審
査
結
果
報
告

（
報
告
書
本
文
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
を
掲
載
）

第
５
回
臨
時
議
会

８
月
11
日
開
催

●�

専
決
処
分
の
承
認

	

（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）	

全
会
一
致
承
認

補
正
予
算
の
総
額
は
１
，７
０
５
万
円
の
追
加
で
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
６
億
６
，

１
９
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
７
月
19
日
未
明
に
発
生
し
た
落

雷
の
影
響
に
よ
り
、
市
役
所
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
や
エ
ア

コ
ン
が
一
部
停
止
す
る
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、
復
旧
工
事

費
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

●�

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）	

全
会
一
致
可
決

補
正
予
算
の
総
額
は
４
，６
８
３
万
６
千
円
の
追
加

で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
０
７
億
８
７
５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

の
経
費
で
す
。

承
認
案
件

補
正
予
算
案
件

第
５
回
臨
時
議
会
は
８
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
承
認
案
件

と
一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

※
審
査
結
果
報
告
書
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て

本
市
で
の
幼
児
教
育
・
保
育
行
政
に
つ
い
て
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特
集　

か
た
が
み
の
米

賛
否
一
覧
・
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記

「
我
々
が
元
気
な
う
ち
に
や
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
が
あ
る
」

今
ま
で
何
度
か
議
論
に
は
な
っ
た
も

の
の
一
向
に
進
ま
な
か
っ
た
の
が
農
地

の
基
盤
整
備
で
す
。
担
い
手
が
今
後
減

少
し
て
い
く
一
方
で
、
受
け
入
れ
側
の

作
付
け
面
積
は
増
え
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
受
け
入
れ
側
の
キ
ャ
パ
オ
ー

こ
れ
か
ら
の
５
年
、
10
年
後
は
農
業

の
カ
タ
チ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

多
く
の
農
家
が
高
齢
に
な
り
引
退
さ
れ
て

い
く
こ
と
は
誰
も
が
予
想
で
き
る
こ
と
で
、

担
い
手
の
減
少
は
必
然
的
に
農
家
の
カ

タ
チ
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
人
化
そ
し
て
大
規
模
化
を
し
作
付

面
積
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
地

域
に
残
る
の
は
荒
れ
果
て
た
農
地
ば
か

り
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
規
模
化
を
図
る
た
め
に

は
か
な
り
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
現
状
の
設
備
の
ま
ま
で

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
試
算
を
し

て
も
巨
額
の
費
用
に
な
り
、
倉
庫
等
の

箱
物
に
加
え
機
械
や
、
そ
し
て
コ
ン
バ

イ
ン
等
の
設
備
費
用
も
莫
大
で
す
。

農
業
の
補
助
事
業
等
も
各
種
メ
ニ
ュ

ー
は
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
大
規
模
経

営
者
向
け
の
も
の
が
多
く
、
こ
れ
か
ら

の
人
に
対
し
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
規
模
化
を
目
指
す
上
で
一
年
を
通

し
て
雇
用
を
守
る
と
い
う
こ
と
も
大
変

重
要
で
す
。
雇
用
を
維
持
し
続
け
て
い

く
た
め
に
は
、
米
だ
け
で
は
な
く
、
畑

作
も
お
こ
な
う
「
複
合
経
営
」
は
必
須

で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
も
農
地
等
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
土
地
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も

で
き
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
畑
作
に
適

し
た
農
地
へ
の
整
備
も
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

理
想
は
持
ち
な
が
ら
も
、
目
の
前
の

問
題
が
山
積
み
で
進
む
に
進
め
な
い
現

状
で
す
。

ここ潟上市でも稲刈り作業がほぼ
終わり、食卓に豊かに実った新米が
登場している頃ではないでしょうか。

そんな私達にとってなくてはなら
ない「食」を支える農家のみなさん
にお話を聞きました。

バ
ー
は
見
え
て
い
て
、
や
り
に
く
い
圃

場
は
手
つ
か
ず
の
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
、
地
域
に
荒
地
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
農

地
を
効
率
よ
く
管
理
し
や
す
く
す
る
た

め
の
基
盤
整
備
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

人
の
財
産
等
に
関
わ
る
こ
の
事
業
は
、

今
か
ら
動
き
始
め
て
も
実
現
に
は
５
年

〜
10
年
は
か
か
っ
て
し
ま
う
大
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
１
日
で
も
早
い
計
画

策
定
が
必
要
な
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
の
問
題
は
地
域
の
問
題
。
未

来
の
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
希
望
を
持

て
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
美
し
い
田

ん
ぼ
を
未
来
に
残
す
の
が
私
た
ち
世
代

の
責
任
だ
と
思
う
の
で
す
。

入
り
口
も
大
事
で
す
が
、
出
口
の
戦

略
も
今
後
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

先
日
農
業
の
若
手
と
市
商
工
会
青
年

部
と
の
交
流
会
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
農
商
工
連
携
と
い
う
言
葉

も
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

潟
上
市
で
は
ま
だ
少
な
い
と
思
う
の
で

引
き
続
き
交
流
を
深
め
、「
潟
上
ブ
ラ
ン
ド
」

を
商
工
会
の
若
手
と
作
り
上
げ
て
い
っ

て
み
た
い
で
す
。

出
口
の
一
つ
と
し
て
、
今
非
常
に
低

調
だ
と
い
う
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
も
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

農
家
さ
ん
か
ら
出
た
共
通
の
話
題
が

「
担
い
手
不
足
」
で
あ
る
。

今
地
域
を
支
え
て
い
る
世
代
が
引
退

さ
れ
た
時
に
、
必
ず
起
こ
る
で
あ
ろ
う

問
題
の
一
つ
だ
。
そ
れ
に
関
連
し
て
土

地
の
所
有
者
の
問
題
も
多
い
と
聞
い

た
。
相
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
か
っ

た
り
な
ど
で
起
こ
っ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。

予
想
さ
れ
る
物
事
に
対
し
て
先
手
を

打
っ
て
、
来
た
る
べ
き
時
に
動
け
る
状

況
を
作
っ
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
は
食
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
基
盤
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
地

域
全
体
で
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
、
ス

ピ
ー
ド
を
持
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
。

黄金の稲穂輝く秋。

次
世
代
に
美
田
を
残
す
た
め
に

基
盤
整
備
の
重
要
性

こ
れ
か
ら
の
み
ら
い

大
規
模
化
を
目
指
す
た
め
に

理
想
と
現
実
の
狭
間
で
…

潟
上
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成

〈取材協力〉 菊地さん（飯田川地区）

今年も潟上市各地で
大地の恵みが収穫さ
れました。

〈取材協力〉 安田さん（天王地区）
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新星だるま会 同 志 会 新 生
クラブ

改 革
クラブ 会派に属さない

結　

果

会
　
長

副
会
長

幹
事
長

会
　
長

会
長
代
行

幹
事
長

代
　
表

代
　
表

日
本
共
産
党

公
明
党

議

長

佐
藤
　
義
久

大
谷
　
貞
廣

堀
井
　
克
見

澤
井
昭
二
郎

菅
原
　
秀
雄

鐙
　
　
仁
志

佐
藤
　
敏
雄

鈴
木
　
壮
二

児
玉
　
春
雄

小
林
　
　
悟

伊
藤
　
正
吉

中
川
　
光
博

戸
田
　
俊
樹

藤
原
　
典
男

菅
原
理
恵
子

瓜
　
生
　
望

西
　
村
　
武

陳 情
第 3 号 道路を拡幅し歩道設置の陳情書 ○×○×○○○○○○○×○○○○議 採　択

陳 情
第 9 号 町内小路の整備についての陳情 ×○×××××××○○××○××議 不採択

会 派 名・氏 名

議　案　等

大
き
な
被
害
が
続
く
。
東
日
本
大
震

災
の
津
波
、
原
発
事
故
。
台
風
、
水
害

が
頻
発
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
世
界
的
流
行
と
長
期
化
。
私
た
ち

の
社
会
は
ど
う
な
る
の
か
？
誰
も
が
大

き
な
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
そ
の
呪
縛
か

ら
脱
け
出
せ
な
い
。
医
療
現
場
の
苦
闘
、

企
業
経
済
活
動
の
停
滞
、
外
出
自
粛
や

休
校
、
授
業
制
限
の
教
育
現
場
。
イ
ベ

ン
ト
、
文
化
活
動
、
地
域
活
動
の
制
限

等
更
に
は
倒
産
、
廃
業
、
解
雇
を
嘆
く
声
。

我
々
は
こ
ん
な
状
況
に
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
都
市
よ
り
も

農
山
漁
村
で
自
ら
の
食
を
自
給
す
る
の

が
肝
要
で
あ
る
。
ま
ず
自
分
た
ち
の
足

元
を
見
つ
め
な
お
そ
う
。

（
戸
田
俊
樹　

記
）

令和２年9月定例会
各議員の賛否一覧（全会一致を除く）

潟
上
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
連
し
た
様
々
な
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
３
密（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）の
回
避
を
進
め
る
た
め
、

議
会
運
営
の
在
り
方
等
を
協
議
・
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

今年度の議会報告会「みんなの
ギカイ　市民との意見交換会」は、
新型コロナウイルス感染症の影響
により、開催を中止することとい
たしました。

全国的に収束が見通せない状況
のなか、多数の市民が集まる議会
報告会の開催は市民の安全・安心
を確保することが困難ですので、
ご理解のほどお願いいたします。

①
議
場
内
の
議
員
席
間
に
ア
ク
リ
ル
板
で
仕
切
り
を

設
置
し
、
飛
沫
感
染
の
防
止
及
び
議
場
内
で
の
手

指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
協
力
要
請
。

②
傍
聴
者
の
感
染
対
策
と
し
て
議
会
傍
聴
席
の
制
限

を
行
い
、
代
替
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継（
ラ
イ
ブ
配
信
）の
実
施
。

③
行
政
視
察
研
修
は
中
止
と
し
、
関
連
経
費（
２
１
０
万

円
）は
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関

連
経
費
に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
対
応
策

潟
上
市
議
会
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て


